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1. はじめに
2011年 12月 28日付ウォール・ストリート・
ジャーナル (The Wall Street Journal) 紙 1 面
に AKB 48 のビジネスモデルが紹介された｡ そ
の記事の中で, AKB 48人気となっている鍵とし
て ｢全国握手会｣ や ｢選抜総選挙｣ が挙げられて
いる(3)｡
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要 約
本研究の目的は, 2012年 6月 6日に開票された ｢(第 4回) AKB 48 27thシングル 選抜総選挙｣ について,
ユニット化のメリットとロングテール構造を確認して, 且つインターネットの影響を実証するものである｡ 本研
究の実証結果より, ｢総選挙得票数｣ に与える, ｢ユーチューブ (政見放送) 再生回数｣ の弾性値は 0.47, ｢Google＋
登録ユーザー数｣ の弾性値は 0.97であることが明らかとなった｡ 劇場からスタートしたため, 元来, AKB 48
のファンは自ら ｢参加したい｣ ｢発信したい｣ という欲求が高い｡ 最大公約数を狙うマスメディアが提示する世
界ではなく ｢自分の興味関心が高いメンバーに近い世界を構築したい｣ と考えるファンで構成されている｡ とこ
ろがテレビは時間的制約があるため, ファンのニーズを満たし得ない｡ 一方, 制約がないインターネット上では,
興味関心メンバー毎のコミュニティが形成され, ファンはマスメディアより満足度を高めることができる｡
こうしたコミュニティが増殖するに従い, ファンが活用する情報メディアとしてマスメディアからインターネッ
トへのシフトが進んだ｡ AKB 48の場合, 従来のアイドルと異なり, テレビ番組や歌番組などマスメディアでの
露出よりも, ｢ユーチューブ (政見放送)｣ や ｢Google＋｣ などのインターネットや, 秋葉原 ｢ドン・キホーテ｣
8階にある ｢AKB 48劇場｣ や CD購入者を対象とした ｢全国握手会｣ など ｢ライブ・イベント活動｣ の影響の
方が大きいとかねてより指摘されていたが, 本稿での実証結果もこれを裏付けており, 今後のアイドル・プロモー
ションにおけるメディア選択の方向性の一つを示したと言える｡
※AKB 48 は 2005 年に作詞家の秋元康氏をプロデューサーに誕生したアイドルグループである｡ 従来のアイドルをプロモー
ションする際に用いられた ｢ヘッド｣ を中心としたマス (大衆) に向けた戦略ではなく, ライブ・イベント活動やインター
ネットを用いてファンの ｢テール (裾野)｣ を拡大する戦略を駆使していることで知られる｡ 2009 年頃から人気が拡大,
2011 年レコード大賞を受賞した｡ 音楽情報会社 ｢オリコン｣ 発表によれば, AKB 48の CD総売り上げ枚数は 2,030万枚に
達し, 女性グループでは最多売上枚数を誇っている(1)｡ コンセプトとして ｢会いに行けるアイドル｣ を掲げ, 秋葉原 ｢ドン・
キホーテ｣ 8階に専用のライブハウス ｢AKB 48 劇場｣ では毎日のように公演が行われ, ここに行けば彼女たちに ｢会える｣
ことになっている｡ メンバーの人気をファンからの投票で順位付けする ｢AKB 48 総選挙｣ や新曲の歌うメンバーをじゃ
んけんで決める ｢じゃんけん大会｣ などの ユニークな手法も人気であり, CD購入者を対象とした ｢全国握手会｣ におい
て彼女たちと会うことが可能である｡ 更に, ｢ユーチューブ (政見放送)｣ や SNS ｢Google＋｣ でのファンとの交流を初め
とした, 新しい試みにも取り組んでいる(2)｡
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pation. CD releases come complete with
lottery tickets for a chance to attend a
“handshake event” to meet members, or
with ballots for popularity contests for
members, with the top vote-getters perform-
ing on coming singles or appearing in music
videos. Many of AKB 48’s hard-core otaku,
or geek, fans buy dozens, or even hundreds
of copies of the same CD to give their favor-
ite girl a boost in rankings, or to win a
chance to meet her in person.
また, ｢テール (裾野)｣ に向けたファン開拓や
多様なメディア活用の手法について, ｢360度マー
ケティング｣ が紹介されている｡
Mr. Akimoto’s success with AKB 48 has
spawned numerous studies for would-be
pop moguls, ranging from books on “The
Economics of AKB 48” and “The Art of
Grabbing the Heart,” to articles in business
magazines on the group's “360-degree mar-
keting.”
この ｢テール (裾野)｣ に向けたファンの拡大























トへのアクセス数は, 第 3回総選挙から第 4回総
選挙への 1年間で大きな伸びが見られなかった一
方, ユーチューブ, Google＋, ツイッターなど











会分野で文学, 音楽, 映画, アニメ, ゲームなど
コンテンツを分析する場合, 感覚的アプローチが
目立ち, あまりにも精密性と客観性と再現性が乏
しくて, 果たしてこれが ｢学問｣ と言えるだろう










ならぬ, ｢科学｣ や ｢論理｣ で説明が行われる





究は, ルグラン [2012] と総選挙分析ライター












挙分析ライター [2012] は, 第 3回の順位, グー
グル＋のユーザー数順位, 政見放送の再生回数順
位をデータとして, 第 4回選抜総選挙の 1～64位
まで(7) の予想順位を公表した｡ しかし, いずれも
総選挙前の順位予測という位置づけにあり, 本論
文は総選挙後に結果の実証分析を行ったという点
























































ため, ｢より深い支持を得ること｣ という ｢関係
性｣ を重視した戦略を継続して ｢ユーチューブ
(政見放送)｣ や ｢Google＋｣ を優先してきた｡







ンバー (1～16位)｣ と, 収入を上げてくれるか
どうか不確実な ｢中～下位メンバー (17～234位)｣
を組み合わせた, パッケージ化してユニットベー




いう確率 (0＜＜ 1) によって決定される｡ い
ま AKB 48ファンの選好パラメータを, ファン
が選抜総選挙の投票権を得るために費やす価格を




得るために費やす価格 ｢P｣ とは, ｢真夏の Sounds
good！｣ CD (定価 1,600 円), モバイルサイト
(AKB・SKE・NMB・HKT) 会費 (月額 315円),
スマートフォンサイト (AKB・SKE・HKT) 会
費 (月額 315円), ファンクラブ ｢二本柱の会｣
会員 (入会費 1,000円＋年会費 480円), AKB 48
LIVE！！ ON DEMAND月額見放題会員 (月額
4,980円), SKE 48 LIVE！！ ON DEMAND月
額見放題会員 (月額 2,980円), AKBオフィシャ




く 1に近付け,  に近い状態を作り出す戦
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図 1 AKB 48選抜総選挙の需要曲線
出典：Piganataro, G. [1994] 60 p.を基にして植田が作成
略であった｡ いま, ファンの人数を 1として,
AKB 48とファンの選好が完全に一致する確実
性の高い場合 (＝1) と, 選好が一致しない




位メンバー (1～16位) のファンである場合, あ
る特定の価格 Pの下で選挙投票権を得ようと考
えるファンの需要 ｢ (上位メンバー)｣ は
で示される｡ これに対して確実性が低
い中～下位メンバー (17～234位) の場合, その





























図 2 AKB 48選抜総選挙の消費者余剰











図 2は, 議論を単純化するために, 上位メンバー
と中～下位メンバーの 2種類のみが存在すると仮
定する｡ AKB 48の場合, 自分の 1票が応援する
メンバーの人生を大きく左右するかもしれないと





























図 3 AKB 48選抜総選挙の予算と収入




図 3は, AKB 48選抜総選挙を実施するにあたっ
ての予算 (), 収入 (), 費用 () の関係を
示している｡ 横軸は予算規模を表し, 縦軸は収入
() ならびに総費用 () を示す｡ 利潤は総費




















2012 年 6 月 6 日, AKB 48 第 4 回選抜総選挙
の開票イベントが行われた｡ 総投票数は 138万

















138 万 4,122 票のうち, 81 万 4,964 票 (58.9％)
の需要しか得ていない 1～16位の ｢選抜メンバー｣
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図 4 得票曲線 (第 3回と第 4回 AKB 48 選抜総選挙)
出典：データを基にして植田が独自に作成
以外のメンバーにはアクセスできない(21)｡ しかし,
｢ユーチューブ (政見放送)｣ や SNS ｢Google＋｣
などのインターネットや秋葉原ドン・キホーテの
8階にある ｢AKB 48劇場｣ や CD購入者を対象
とした ｢全国握手会｣ など ｢ライブ・イベント活
動｣ を用いれば, 投票数の少ない中～下位メンバー
にも実は大きな需要があることが分かる(22)｡




















上位メンバー (1～16位) が 2万票以上を獲得し






曲線の裾 (テール) が上部 (ヘッド) に比べて非
常に長いからである(24)｡
クリス・アンダーソン [2009] は, 音楽のよう
なエンタテインメント市場における ｢ヘッド｣ と




手に入らないと定めている｡ 本稿では, AKB 48
メンバーの ｢ヘッド｣ と ｢テール｣ の定義につい





48劇場｣ 公演や ｢全国握手会｣ などでリアルに








AKB 48第 4回選抜総選挙において, ｢得票数｣
に ｢ユーチューブ (政見放送)｣ が正の影響を与
えている｡ 候補者全員のコメントを発信できる
｢ユーチューブ (政見放送)｣ が, 放送時間やペー
ジ数の関係で紹介を割愛される中～下位のメンバー
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表 1 第 3回と第 4回 AKB 48 選抜総選挙 ヘッドとテール
第 3回選抜総選挙 第 4回選抜総選挙
ヘッド (1～16位) 864,106 74.1％ 814,994 58.9％
テール (17位以下) 302,039 25.9％ 569,128 41.1％




AKB 48第 4回選抜総選挙において, ｢得票数｣
に ｢Google＋｣ が正の影響を与えている｡ 特に
知名度の低い中～下位のメンバーにとって,
｢Google＋｣ の活用は選抜総選挙の得票数を伸
ばす上で有効である｡ AKB 48 の全メンバーは
｢Google＋｣ ページを持ち, 日々の活動や想いを
配信し, ファンとの交流を図っている｡ 第 4回選
抜総選挙において, メディア露出, 劇場での活動,





















(3)：2011年 6月 9日に開票された ｢AKB 48
22ndシングル選抜総選挙 (略式名称：第 3回
AKB 48 選抜総選挙)｣ でランクインした
(1～40位) 場合に 1を取る｡ この選抜総選挙
には, AKB 48から 70名, SKE 48から 57名,
NMB 48から 25名の全 152名が参加し, 上位
21名が ｢選抜メンバー｣ としてシングルタイ
















は, マスメディア (テレビ出演や雑誌取材) での
露出が増えた前回 (第 3回選抜総選挙) でランクイ
ンしたダミー
表 2 重回帰分析結果 偏回帰係数と検定
偏回帰係数 標準化係数 値 確率値 相関係数 偏相関係数
(ユーチューブ) 0.4689 0.3433 2.7410 0.0081 0.7575 0.3336
(Google＋) 0.9734 0.5036 3.5225 0.0008 0.7923 0.4140
マスメディア・ダミー 0.0035 0.0202 0.2092 0.8350 0.5007 0.0270
























また, ｢総選挙得票数｣ に与える ｢ユーチュー
ブ (政見放送) 再生回数｣ の弾性値が 0.47であ
ることは, 投票したファンはメンバーの ｢ユー
チューブ (政見放送)｣ を 1人 2回再生して視聴







(得票数) (ユーチューブ) (Google＋) マスメディア・ダミー
ln (得票数) 1.0000 0.7575 0.7923 0.5007
ln (ユーチューブ) 0.7575 1.0000 0.8037 0.4697
ln (Google＋) 0.7923 0.8037 1.0000 0.6339






本論文において AKB 48 選抜総選挙に関して
立てた ｢ユニット化｣ ｢ロングテール構造｣ ｢メディ
ア選択｣ の 3つの仮説は検証された｡ また, 次の
5つのテーマに集約できる｡
9.1 AKB 48は, 日本国内において, SKE 48,
NMB 48, HKT 48の姉妹グループが活動してお
り, 総勢で 237人のメンバーが所属している｡
AKB 48の CDレコーディングや PV撮影には,
この中から選ばれた ｢選抜メンバー｣ のみが参加
できるシステムになっている｡ AKB 48はグルー
プ名であり, その内部に現在, チーム A, チー
ム K, チーム B, チーム 4 という 4 つのチーム
が存在し, 劇場で公演を行っている (第 4回選挙
時点(25))｡ テレビ番組や歌番組で見る AKB 48と
は, 各チームおよび, 他地域にある姉妹グループ
から構成されている｡ この選ばれたメンバーを,
｢選抜メンバー｣ と呼ぶ｡ 姉妹グループには, 名
古屋を本拠地とする SKE 48, 大阪を本拠地とす
る NMB 48, 福岡を本拠地とする HKT 48 が存
在する｡ 各グループにはチームに属していない研
究生がおり, 研究生まで含めると, 国内だけでも
総勢 237名になる｡ ｢選抜メンバー｣ に所属して
いないメンバーの人数は, ｢選抜メンバー｣ の人
数よりもはるかに多い(26)｡
これら 237 名が参加する AKB 48 選抜総選挙
はロングテール構造を持つため, 物理的に制約の





















表 4 第 4回 AKB 48 選抜総選挙 立候補者











研究生 27人 21人 33人 57人
合 計 88人 64人 64人 21人
総 計 237人
※選挙時点の立候補メンバー｡ なお, AKBチーム A前田敦子は含まれない｡ 選挙後, チームの改
編が行われている｡







いる(30)｡ 秋元康が Google＋を採用した理由の 1
つとして, ｢会いに行けるアイドル｣ というコン







の ｢ユーチューブ (政見放送)｣ が運営側により
















記載される｡ 登録ユーザー数は, 2011年 12月 8
日の同じ日に始めたという点, 一人で複数アカウ
ントを持つことが困難である点, の 2点から, メ
ンバーの人気動向を測るモノサシとして有効であ











図 6 AKB 48 Google＋ページとメンバーの Google＋アカウント
の比率が高いため, Google＋ユーザー数と得票
数の傾向の乖離幅は大きくなる｡ また, 同じ理由

















る特徴がある(36)｡ ｢みんなの感動＋1 グラフ｣ に
より, ライブ映像が流れる中, ファンはリアルタ
イムでコメントを行い, 感動した時に Google＋
で ｢＋1｣ を行った｡ ｢みんなの感動＋1 グラフ｣
は, ファンが ｢＋1｣ した動向を ｢感動指数｣ と
してグラフ化することにより ｢コンテンツを制作・
配信する立場｣ という価値観よりも, ファンと共
に ｢感動を共有する, 場を創造する立場｣ という
価値観を呈示することに成功した(37)｡ 結果, 感動
や共有を意味する ｢＋1｣ の獲得数は, 計 29万個
を超え, うち 14,000個以上は大島優子 (1位) の
スピーチに対するものであった｡
9.3 多様なメンバー (投票対象) の選択肢を















えること｣ にある｡ ブログでは, 面白い記事をアッ
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た, と言える｡ AKB 48, SKE 48, NMB 48,
HKT 48合わせて総勢 109名のメンバーが個人プ
ロフィールを開設した 2012年 1月 27日以来, 頻
繁に書き込みの更新を続けた結果, 109名のメン
バーをサークルに加える Google＋ユーザーが増



















る(47)｡ 指原莉乃 (4 位) は, HKT 移籍の件を 6
月 16 日にブログと Google＋に書いているが,
ブログには移籍する気持ちを詳しく述べている(48)｡







表 5 ツイッター フォロワー数(51)
順位 氏名 職業 フォロワー数
1 孫 正義 ソフトバンク社長 1,662,888
2 有吉 弘行 お笑い芸人 1,396,249
3 篠田麻里子 AKB 48 1,098,022
4 吉高由里子 女優 929,067
5 小嶋 陽菜 AKB 48 812,579
6 ロ ー ラ タレント 769,995
7 板野 友美 AKB 48 752,956
8 田村 淳 お笑い芸人 747,620
9 橋下 徹 大阪市長 743,354
10 浜崎あゆみ 歌手 723,242
※2012年 5月 25日午前 10時時点
※総選挙後もフォロワー数は増え続け, 2013年 2月 1日午
後 5時時点でツイッターを使っている国内フォロワー数
の全体ランキングは, 3位 ｢篠田麻里子｣ 1,472,035, 8





る｡ 篠田麻里子 (5位) は 100万人を突破して全
体の総合ランキングで 3位, 小嶋陽菜 (7位) も
80万人を超えての 5位, 板野友美 (8位) も 75





いては, 大島優子 (1位) の場合, 第 3回の選挙
期間中の書き込みが約 4万回だったのに対し, 第









9.4 選択肢 (投票対象メンバー) が非常に多
様で, それを整理するフィルタ (｢ユーチューブ
(政見放送)｣ や ｢Google＋｣) があれば, 第 3回
から第 4回へと見られる通り, 需要曲線はなだら
かに推移する｡ ヘッド (上位メンバー) もテール
(中～下位メンバー) も存在するが, ヘッド (上
位メンバー) は以前より人気度が低くなり, テー
ル (中～下位メンバー) は高くなる(52)｡ 第 4回選
抜総選挙では, 前回 1位の前田敦子が参加を辞退
するなか, 昨年 2位だった大島優子が再び 1位に
返り咲く, 渡辺麻友が柏木由紀を抜いて 2位の座
につく, 前回 9位の指原莉乃が 4位に大躍進する
など, 多くの傾向が見られたが, 2位から 1位に
躍進した大島優子(53) は 122,843票から 108,837票
へと 14,006票減らしており, 3位をキープした柏
木由紀(54) も 74,252票から 71,076票へと 3,176票
減らしている(55)｡
9.5 テール商品 (中～下位メンバー) が次々
に足され大きな市場になる｡ たとえ飛ぶように売
れなくてもテールの数はたくさんある(56)｡ 宇野常

















より, ｢総選挙得票数｣ に与える, ｢ユーチューブ
(政見放送) 再生回数｣ の弾性値は 0.47, ｢Google＋
登録ユーザー数｣ の弾性値は 0.97であることが
明らかとなった｡ AKB 48の場合, 従来のアイド
ルと異なり, テレビ番組や歌番組などマスメディ
アでの露出よりも, ｢ユーチューブ (政見放送)｣
や ｢Google＋｣ などのインターネットや, 秋葉
原 ｢ドン・キホーテ｣ 8階にある ｢AKB 48劇場｣





( 1 ) 2012年 11月 6日付日本経済新聞｡ 29枚目のシ
ングル ｢永遠プレッシャー｣ (2012年 12月 5日




(2011年 2月発売) から 10作連続で通算 11作目
である｡ 10作連続ミリオン達成は 16年半ぶりで,
女性歌手では初の快挙である｡
( 2 ) “Mr. Akimoto is not just developing an art-
ist, he’s developing a business model,” says
Alan Swarts, a vice president at MTV Japan.
(Kenneth Maxwell [2011])
( 3 ) 選抜総選挙の開票イベントが行われた日本武道
館に詰めかけたメディアは 133社 168媒体にのぼっ
た｡ また, NHKは総選挙当日の午後 9時の ｢ニュー
スウォッチ 9｣ で大越健介キャスターが ｢NHK









摘した (村山涼一 [2011] ｢AKB 48がヒットし
た 5つの秘密｣ 30 p.)｡








2012 年 10 月 24 日に体調不良を理由に AKB 48
を脱退した｡
( 6 ) 林香里 [2012] は ｢私たちはインターネットを
得たことによって身の回りの権力やお仕着せの権
威に敏感になった｣ と指摘する｡
( 7 ) 総選挙では上位 64人のみ発表され, 64位以下
の下位メンバーは公表されない｡ しかし, 下位メ
ンバーの人気順も事実上公表するのが個別握手会
の時間尺である｡ 上位メンバーが 1日 9時間も握
手を行うのに対し, 下位メンバーは時間が削られ
僅か 1.5時間となる｡ また, 現場で並ぶファンの
人数でも分かる｡ 時間が短い設定の多くは研究生
や新人である｡






中秀臣 [2010] ｢AKB 48の経済学｣ 153 p.)｡
( 9 ) 大島優子, 前田敦子, 篠田麻里子, 板野友美,




(10) “there are only twenty-four hours of pro-
gramming a day. The curse of broadcast tech-
nologies is that they are profligate users of
limited resources. The result is yet another
instance of having to aggregate large audi-
ences in one geographic area－another high
bar above which only a fraction of potential
content rises.” (Chris Anderson [2008] 18 p.)
(11) 田中 [2010] は ｢総選挙の上位メンバー 10人
は明らかに平均年齢が高い｡ 18歳以下と 19歳以
上で分けたら, 19 歳以上が圧勝｡ 彼女たちは
AKB 48での在籍年数も, 他のメンバーの平均よ
り長い｣ と指摘する (田中秀臣 [2010] ｢AKB 48
の経済学｣ 125 p.)｡
(12) 菅谷実・中村清 [2002] ｢映像コンテンツ産業
論｣ pp. 269275.
(13) 田中秀臣 [2010] ｢AKB 48の経済学｣ pp. 142
144.





指摘する (村山涼一 [2011] ｢AKB 48がヒット
した 5つの秘密｣ 111 p.)｡
(15) 第 4回の開票イベントは日本武道館で行われた｡
第 1回は赤坂 BLITZ, 第 2回は JCBホール, 第
3回は日本武道館で行われた｡




一 [2011] ｢AKB 48がヒットした 5つの秘密｣
75 p.)｡
(17) 菅谷実・中村清 [2002] ｢映像コンテンツ産業
論｣ pp. 277278.
(18) AKB 48選抜総選挙の総得票数は第 1回が 54,026
票, 第 2回が 354,074票, 第 3回が 1,166,145票,
第 4回が 1,384,122票｡ パイプドビッツが運営す
る政治情報プラットフォーム ｢政治山｣ によれば,
第 3回選抜総選挙における総投票数は, 第 3回よ
り 18.7％増加し 138万 4,122件に達した｡ そのう
ち CD封入の投票券による投票数は 14.7％増加し




く投票された 20時～23時台のうち, 最多は ｢21
時台｣ となり, 以下 ｢22時台｣ ｢20時台｣ と続き,
2年連続で同じ傾向であった｡
(19) フジテレビが放送した特別番組 ｢AKB 48 第
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4 回選抜総選挙 生放送 SP｣ の平均視聴率は
18.7％であり, 瞬間最高視聴率は 4位となった指
原莉乃がコメントした時の 28.0％であった (ビデ
オリサーチ調べ, 関東地区)｡ しかし, 1位に選
ばれた大島優子のコメント途中で放送時間が終了











(21) 第 3回総選挙の第 1位前田敦子 (139,892票)
と第 2位大島優子 (122,843票) の得票数の合計
票は全体 (1,166,145 票) の 22.5％を占めていた
が, 第 4回総選挙の第 1位大島優子 (108,837票)
と第 2 位渡辺麻友 (72,574 票) の合計票は全体
(1,384,122票) の 13.1％にしかならない｡
(22) “all those niches, when aggregated, can
make up a significant market” (Chris Ander-
son [2008] 10 p.)
“if you combine enough of the non-hits,
you’ve actually established a market that ri-
vals the hits.” (Chris Anderson [2008] pp. 22
23).
(23) “the tail of available variety is far longer
than we realize.” (Chris Anderson [2008] 10 p.)
“In virtually all markets, there are far more
niches goods than hits.” (Chris Anderson
[2008] 53 p.)
(24) “In statics, curves like that are called “long-
tailed distributions,” because the tail of the
curve is very long relative to the head. (Chris
Anderson [2008] 10 p.)
(25) 総選挙後, チーム 4が廃止され, チームA, K,
Bにメンバーが振り分けられた｡ また, 高城亜樹
(17位) と仲川遥香 (44位) はインドネシアの
JKT 48, 宮澤佐江 (11位) と鈴木まりや (圏外)
は中国・上海の SNH 48, 多田愛佳 (52 位) が
HKT 48へ移籍となった｡













ト 2012. 5, 79 p.)
(28) 太田省一 ｢2011] ｢アイドル進化論～南沙織か
ら初音ミク, AKB 48まで｣ pp. 278280｡ 太田は,













(29) “The costs of reaching those niches are now
falling dramatically. Thanks to a combination
of forces including digital distribution, power-
ful search technologies, and a critical mass of
broadband penetration, online markets are re-
setting the economics of retail. Thus, in many
markets, it is now possible to offer a massively
expanded variety of products.” (Chris Ander-
son [2008] 53 p.)
(30) 岡島・岡田 [2011] は, ｢アイドルは時代が変
わるとともにそのシステムを更新し進化を続けて
来た｡ しかし, 進化したのはシステムだけではな
















(31) 劇場の収容人数が 250名と少ないことから, 人
気が爆発して以降は劇場公演のチケットは 100倍
近い競争率でなかなか手に入らない ｢プラチナチ





つある (｢日経エンタテインメント 2012. 3｣ 21 p.)｡
上位メンバーはテレビ出演や雑誌取材に追われ
AKB 48劇場の公演も減らしている｡ テレビ出演
は, 2006 年にレギュラー番組 1本の出演に限定
されていたのに対し, 2012年現在ではテレビの











性を使おうと｡ ネットは AKB 48 の武器になる
と思うんです｡ Google＋でのメンバー同士のや











(｢日経エンタテインメント 2012. 3｣, 21 p.)｡
(33) ｢AKB 48第 4回選抜総選挙分析ライター｣ ブ
ログ｡





インメント 2012. 3｣ 21 p.)｡













プリ ｢AKB神まとめ｣ は, メンバーの Google＋
での動向をのがさずキャッチできる他, ブログや
ツイッター, フェイスブック, ニュースサイトを一
気にチェックできる｡ また, メンバーは Google＋
内で美術部や演劇部・料理部・軽音楽部など ｢部
活動｣ という企画も行っている｡







[2011] ｢AKB 48がヒットした 5つの秘密｣｡ pp.
115116)｡
(38) 宇野常寛 [2012] は, ｢AKB がやっているの
は, 単に無編集の政見放送というか個人ブログを
流して, それを見て選んでくれということです｣
と指摘する｡ ([AKB 48白熱論争] 87 p.)｡
(39) “simply offering more variety, however,
does not shift demand by itself. Consumers
must be given ways to find niches that suit
their particular needs and interests. A range
of tools and techniques －from recommenda-
tions to rankings－ are effective at doing this,
These filters can drive demand down the Tail”
(Chris Anderson [2008] 53 p.).
(40) SKE 48 は 15 人がランクインした｡ 第 3 回は
40位内に 6人だったのに対し, 第 4回は同じ 40
位以内に 12人が入賞した｡ 東海地方では中継番
組が 21.5％ (ビデオリサーチ調べ, 名古屋地区)
と関東よりも高いテレビ視聴率を記録した｡






可能である (｢日経エンタテインメント 2012. 3｣
25 p.)｡
(42) 松村香織 (34位) は, 第 3回までずっと圏外




















(44) 石田晴香 (50位) は, Googleのテレビ CMに
出演し CMソング ｢ぐぐたすの空｣ をうたった
16名からなる ｢ぐぐたす選抜｣ のセンターに起
用され, 知名度が飛躍的に向上した｡
(45) 松村香織 (34位), 片山陽加 (48位), 石田晴
香 (50位) の 3名は, いずれも第 3回総選挙で
は圏外であったが, 第 4回では全員ランクインし
た｡









と指摘した ([AKB 48白熱論争] 179 p.)｡
(47) ｢AKB 48選抜総選挙公式ガイドブック 2012｣
11 p.






生的に ｢チーム指原｣ という言葉が出て, ブログ









示す｡ 逆に指標が 1を上回る場合, 浮動票による
投票であったか, 1人で複数投票したかを示す｡
指標が 1を下回ったメンバーは, 大島優子 (1位)
0.65, 指原莉乃 (4位) 0.83, 板野友美 (8位)
0.54, 河西智美 (12位) 0.84, 北原里英 (13位)
0.65, 高城亜紀 (17位) 0.63, 佐藤亜美 (21位)
0.90, 倉持明日香 (22位) 0.77, 宮崎美穂 (38位)
0.51, 藤江れいな (40位) 0.84, 前田亜美 (42位)
0.73, 石田晴香 (50位) 0.83, 松井咲子 (53位)
0.66, 仁藤萌乃 (55位) 0.91, 大家志津香 (59位)





めてしまった可能性がある｡ 一方, 指標が 1を上
回ったメンバーは, 柏木由紀 (3位) 1.01, 宮澤
左江 (11位) 1.58, 梅田彩佳 (16位) 2.44, 秋元
才加 (20位) 2.15, 増田有華 (26位) 1.08, 岩佐
美咲 (33位) 2.35, 仲谷明香 (36位) 2.31, 中田
ちさと (37位) 3.21, 小林香菜 (41位) 1.68, 片
山陽加 (48位) 1.57である｡ 指標が 1を上回る
場合は, 浮動票を得たか, 1人で複数投票したか
であるため, 一過性のブームに終わるリスクがあ
る｡ また, 梅田彩佳 (16位) 2.44, 秋元才加 (20





(50) 前田敦子は卒業公演 (2012年 8月) 後, 2012
年 10月よりツイッターを開始した｡ また, 宮崎
美穂 (38位), 佐藤すみれ (61位) は共にツイッ
ターのフォロワー数を順調に伸ばしているが, 宮




(51) 2012年 5月 26日付日本経済新聞 13面｡ 実在
の人物本人のアカウントに限る｡
(52) “Once there’s massively expanded variety
and the filters to sort through it, the demand
curve flattens. There are still hits and niches,
but the hits are relatively less popular and the
niches relatively more so.” (Chris Anderson
[2008] 53 p.)



















合｣ と捉えた｡ そして ｢前田票の 10.2％は板野友
美, 9.6％は大島優子, 9.0％は小嶋陽菜に流れる｣
との分析結果を示した｡ しかし, 大島優子 (1位)
は前田票の上積みを得てプラスになるどころか,
逆に得票数を落とした｡











(56) “All those niches add up. Although none sell
in huge numbers, there are so many niche
products that collectively they can comprise a
market rivaling the hits.” (Chris Anderson
[2008] 53 p.)
(57) ｢AKB 48白熱論争｣ 95 p.
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表 7 第 4回 AKB 48 選抜総選挙 ランキング結果



















3 選抜 (1～16位) 14人 2人 0人 0人
4 アンダーガールズ (17～32位) 6人 8人 2人 0人
5 ネクストガールズ (33～48位) 11人 2人 2人 1人
6 フューチャーガールズ (49～64位) 12人 3人 1人 0人
7 初ランクイン 8人 8人 4人 1人
8 平均年齢 (総選挙時点) 19.6歳 19.1歳 18.6歳 14.0歳
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表 8 第 4回選抜総選挙 ｢得票数｣ ｢ユーチューブ｣ ｢Google＋｣ ｢過去の順位｣






第 1回 第 2回 第 3回
1 大島 優子 K 108,837 226,998 221,653 2 1 2
2 渡辺 麻友 B 72,574 140,487 108,228 4 5 5
3 柏木 由紀 B 71,076 128,498 212,349 9 8 3
4 指原 莉乃 A 67,339 179,637 204,791 27 19 9
5 篠田麻里子 A 67,017 132,933 213,373 3 3 4
6 高橋みなみ A 65,480 149,087 166,300 5 6 7
7 小嶋 陽菜 A 54,483 126,101 199,474 6 7 6
8 板野 友美 K 50,483 136,663 169,626 7 4 8
9 松井珠理奈 S/K 45,747 100,423 122,412 19 10 14
10 松井 玲奈 S 42,030 108,973 187,314 29 11 10
11 宮澤 佐江 A 40,261 83,909 152,086 14 9 11
12 河西 智美 B 27,005 58,723 104,329 10 12 16
13 北原 里英 B 26,531 61,794 135,048 13 16 13
14 峯岸みなみ K 26,038 78,735 129,324 16 14 15
15 横山 由依 K 25,541 93,974 148,158 不 ― 19
16 梅田 彩佳 K 24,522 59,177 97,252 ― 32 22
17 高城 亜樹 A 23,083 64,223 172,187 23 13 12
18 山本 彩 N 23,020 84,528 115,068 ― ― 28
19 渡辺美優紀 N/B 19,159 86,036 94,756 ― ― ―
20 秋元 才加 K 19,121 118,198 98,554 12 17 17
21 佐藤亜美菜 B 17,009 53,960 99,784 8 18 18
22 倉持明日香 A 14,852 43,324 118,901 21 23 21
23 島崎 遥香 4 14,633 77,441 82,029 ― 28 ―
24 高柳 明音 KⅡ 14,111 51,884 93,347 ― 35 23
25 秦 佐和子 KⅡ 13,920 35,217 71,828 ― ― 33
26 増田 有華 B 13,166 64,893 101,484 25 25 20
27 大矢 真那 S 12,142 60,264 57,109 ― 24 30
28 矢神 久美 S 11,712 50,644 61,812 ― 38 ―
29 須田亜香里 S 11,323 43,423 63,426 ― ― 36
30 古川 愛李 KⅡ 11,179 39,526 62,075 ― ― ―
31 木崎ゆりあ S 10,554 44,988 56,672 ― ― ―
32 小木曽汐莉 KⅡ 9,596 39,406 72,456 ― ― ―
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33 岩佐 美咲 A 9,297 117,820 60,801 ― ― ―
34 松村 香織 研 9,030 22,139 54,666 ― ― ―
35 向田 茉夏 KⅡ 8,552 29,446 48,923 ― ― ―
36 仲谷 明香 A 8,505 30,099 68,288 ― ― ―
37 中田ちさと A 8,315 21,601 61,864 ― ― ―
38 宮崎 美穂 B 8,173 42,698 80,678 18 21 27
39 永尾まりや 4 7,809 25,542 57,578 ― ― ―
40 藤江れいな K 7,782 34,440 67,139 ― 33 40
41 小林 香菜 B 7,195 26,940 67,815 ― ― ―
42 前田 亜美 A 7,168 34,515 54,972 ― ― 37
43 福本 愛菜 N 6,912 31,408 50,891 ― ― ―
44 仲川 遥香 A 6,890 41,373 93,731 ― 20 24
45 田野 優花 4 6,694 17,641 32,199 ― ― ―
46 山田 菜々 N 6,683 60,487 66,247 ― ― ―
47 宮脇 咲良 H 6,635 10,298 22,929 ― ― ―
48 片山 陽加 A 6,602 81,614 84,251 28 37 ―
49 武藤 十夢 研 6,428 8,319 29,253 ― ― ―
50 石田 晴香 B 6,333 83,872 95,354 ― 27 ―
51 菊池あやか K 6,185 36,650 88,157 ― ― ―
52 多田 愛佳 A 6,140 45,184 63,549 20 22 25
53 松井 咲子 K 6,058 32,207 112,261 ― ― 38
54 山内 鈴蘭 4 6,027 41,671 66,158 ― 36 ―
55 仁藤 萌乃 K 6,025 33,260 76,440 ― 29 31
56 木本 花音 E 5,982 27,721 52,989 ― ― ―
57 大場 美奈 4 5,969 40,561 82,741 ― ― 35
58 市川 美織 4 5,963 53,770 57,969 ― ― 39
59 大家志津香 A 5,933 48,865 96,603 ― ― 29
60 小笠原茉由 N 5,919 75,564 34,625 ― ― ―
61 佐藤すみれ B 5,706 30,757 80,202 ― 31 34
62 矢方 美紀 KⅡ 5,606 16,428 43,424 ― ― ―
63 中西 優香 S 5,592 19,949 52,144 ― ― ―
64 小森 美果 B 5,398 34,065 62,909 ― 30 32
※チームは総選挙時点の所属｡ 研は研究生
※｢ユーチューブ (政見放送) サイト再生回数 (検索数)｣ は, 総選挙投票開始前の 2011年 5月 19日時点においてカウントされ
たものである｡
※｢Google＋登録ユーザー数｣ は, 総選挙投票開始前の 2011年 5月 19日時点においてカウントされたものである｡
※過去順位は左から, 2009年, 2010年, 2011年｡ ―は不参加か圏外｡




順位 氏 名 チーム ブログ読者数
1 大島 優子 A 166,703
3 柏木 由紀 B 70,195
4 指原 莉乃 A 81,517
8 板野 友美 K 93,556
11 宮澤 佐江 A 25,433
12 河西 智美 B 32,152
13 北原 里英 B 41,009
16 梅田 彩佳 K 10,061
17 高城 亜樹 A 36,362
20 秋元 才加 K 8,904
21 佐藤亜美菜 B 18,913
22 倉持明日香 A 19,253
26 増田 有華 B 12,247
33 岩佐 美咲 A 3,958
36 仲谷 明香 A 3,675
37 中田ちさと A 2,589
38 宮崎 美穂 B 15,984
40 藤江れいな K 9,223
41 小林 香菜 B 4,291
42 前田 亜美 A 9,837
48 片山 陽加 A 4,213
50 石田 晴香 B 7,620
53 松井 咲子 K 9,123
55 仁藤 萌乃 K 6,624
59 大家志津香 A 9,842
61 佐藤すみれ B 8,750
※ブログ読者数は 2011年 6月 22日時点
※ブログ読者数が掲載されているメンバーのブログに限る
